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     午前９時２８分  開 議 

○委員長（伊勢英昭君） おはようございます。 

  これより決算審査特別委員会を再開します。 

  ただいまの出席委員は17名です。 

  暑い方は、上着を脱ぐことを許可します。 

  これより議事に入ります。 

  本特別委員会に付託された平成30年度利府町各種会計決算について、討論、採決を行います。 

  初めに、認定第１号 平成30年度利府町一般会計歳入歳出決算の認定について、討論、採決

を行います。討論ありませんか。10番 木村範雄君。最初に反対討論。 

○木村範雄委員 認定第１号 平成30年度利府町一般会計歳入歳出決算の認定について、反対の

討論を行います。 

  平成30年度一般会計決算は、歳入総額148億6,928万144円、歳出総額135億8,423万4,434円、

前年度に比べて歳入で４億3,400万円の減額、歳出で１億4,100万円の増額でした。当初予算と

比べれば、歳入で32億9,900万円の増、歳出で１億1,400万円の減額です。このうち、復興関係

の復興推進復興整備費は10億2,400万円、翌年度繰越額は９億600万円ということは、復興関連

の整備費は最終段階に入ってきているということです。 

  しかし、土木施設等の整備は終息に向けて最後の仕上げに入っていくものの、須賀・浜田地

区に住んでいる住民とってのなりわいも含めての行政支援を積極的に進めていかなければなら

ないことを指摘しておきたいと思います。 

  利府町は、施政方針で震災復興計画及び総合計画に基づく６つの施策を打ち出しましたので、

これに基づいて平成30年度を振り返りたいと思います。 

  １点目は、震災からの復旧・再生、さらに発展するまちです。 

  ここでは、浜田・須賀地区の住民が安心して暮らすことができるように津波対策として進め

られている防潮堤及び水門の整備を加速させ、復興完遂を目指すとしています。 

  ２点目は、互いにパートナーシップをはぐくむまちです。 

  ここでは、まちづくり大学、ｔｓｕｍｉｋｉによる新たな人材の発掘と仕事づくりを述べて

います。しかし、町からの報告では当初目標を達成できているとは確認できません。町税等の

収納対策でのコンビニ収納も言われています。納税者が納付しやすい制度を進めていきたいと

思います。 

  各種証明書のコンビニ交付のためのマイナンバーカードの普及は認められません。マイナン
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バーカードからの個人情報の流出等の弊害が危惧されており、町民の意思としてもカード発行

数が4,960枚、13.8％の普及率にとどまっています。以前、国民総背番号制度の提案を拒否して

おり、利用の拡大は認められるものではありません。 

  ３点目は、いきいき学び、心豊かに人をはぐくむまちです。 

  学校教育に関して述べていることはきちんと加速させて進めていくことを求めていきます。

問題は、これまで進めてきた事業の財源が確保されたにもかかわらず再開しようとしない態度

は認められるものでありません。 

  ４点目は、心かよい、健康とやさしさをはぐくむまちです。 

  ここでは、国民健康保険事業と子育て支援、高齢者福祉、防災事業などが述べられています。

国民健康保険事業では、国保を利用している人の所得に応じた保険料になっておらず、今以上

に国、県、町の繰入額を減らすことが求められています。特に、均等割に収入を生まない子供

分を徴収することは認められません。医療費の軽減のためにも一般会計からの繰り入れと健康

対策としての予防接種の助成制度等を実施していかなければなりません。 

  子育て世代や共働き世帯への支援策として、保育所や学童保育で待機児童がいないというこ

とは評価したいと思います。正規職員で働ける職場づくりと多様化する保育需要への対応を求

めていきたいと思います。 

  ５点目は、快適で、うるおいのあるくらしをはぐくむまちです。 

  接続可能な公共交通体系の構築や新中道地区生活基盤の整備等と述べていますが、新設、改

善していくのは当然ですが、整備後の適正な維持管理が求められています。適正な維持管理を

行うことにより長寿命化対策につながっていきます。維持管理の予算がふやされていないとい

うことを指摘しておきます。また、街路整備だけでなく生活道路、旧赤線等の整備にも力を入

れていかなければならないということを指摘します。 

  ６点目は、豊かさを支え、活力をはぐくむまちです。 

  ここでは産業及び観光について述べています。一次産業が年間を通しての労働ができず、家

族を支えていくことができない中での特産品を守るための努力が続けられています。一次産業

への積極的な新たな支援策が求められています。ｔｓｕｍｉｋｉにおける各種起業・創業支援

も行われていると言われていますが、所得税の納付までは進んでおらず、新たな取り組みも必

要になっています。 

  最後に、私は、基礎自治体である利府町の最大の責務は住民の安全と安心、住民の福祉の増

進を最大限に図り、住んでよかった、住みたい利府町にするために努力することだと思います。
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利府町は、子育て世帯支援のまち、生涯現役として住みなれた地域で安心して暮らすことがで

き３世代同居のまちづくりをするために職住近接、働くところを利府町にふやし、住むところ

も利府町で退職しても住み続けるためにも行政サービスの拡充が一部なされていないことを述

べて討論とします。 

○委員長（伊勢英昭君） 次に、賛成討論。７番 鈴木忠美君。 

○鈴木忠美委員 認定第１号 平成30年度利府町一般会計歳入歳出決算の認定について、賛成の

立場から討論いたします。 

  歳入決算額につきましては、復興事業の進捗に伴い財政調整基金からの繰入金及び公共施設

整備基金からの繰入金が大幅に減収したことにより、前年度と比較して４億3,414万円の減、148

億6,928万円となりました。 

  一方、歳出決算額も歳入同様に復興事業の進捗に伴い防潮堤工事が完了したため農林水産業

が減少したものの、復興事業の精算による震災復興交付金の返還金や公共施設整備資金への積

立金の増に伴い総務費が大幅に増加したことにより、前年度と比較して１億4,162万円の増、135

億8,423万円となり、歳入歳出差引額が12億8,505万円で、翌年度への繰り越すべき財源６億

2,344万円を除き、６億6,160万円が実質収支額となり、そのうち４億円を財政基金に積み立て

ました。 

  昨年度に引き続き高い水準での決算額になっておりますが、これは東日本震災に伴う復興事

業に要した費用が含まれているもので、震災からこれまでの８年間の取り組みにより2020年ま

での復興創生期間内における事業完成はもう少しでありますが、これまでの経過を振り返りま

すと、被害の大きさを改めて痛感するとともに、一日も早い復興を願うものであります。 

  次に、基金残高については、公共施設整備品や東日本震災復興交付金の繰入金を実施したた

め、10億6,886万円減の33億1,359万円となっております。なお、財政調整基金につきましては、

昨今の地方財政を取り巻く厳しい財政状況の中、財源不足を補うため３億1,832万円の繰り入れ

を実施しているものの、約16億8,156万円の残高を確保したことは適正な財政運営ができたもの

と評価するものであります。 

  次に、平成30年の施政方針に示された３つの重点施策について検証してまいります。 

  初めに、暮らしを豊かにするであります。 

  人口減少、少子高齢化の進展など地方自治体を取り巻く社会情勢が刻々と変化している中、

これまでと同様の行政サービスの維持や町民の主体となった地域コミュニティー機能の強化を

図るため、町民会議を開催し、町民の皆様と顔が見える討議を重ね、行政と町民が相互理解を
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深めた取り組みを大いに評価するとともに、今後のまちづくりに生かせるよう引き続き努力を

望むものであります。 

  次に、公共交通の整備についても、町内のバス路線の見直しや利用促進を目的として町民の

皆様との意見交換会を開催し、各地区の地域特性の把握に努め、利用者の視点に立った公共交

通体系の構築が進められております。 

  さらに、町の顔となる利府駅前の広場の整備についても検討を始め、混雑緩和や公共交通の

利便性の向上を図るため、生活基盤の再建と都市構造の再構築に努めていることは評価できま

す。 

  ２点目は、教育文化を豊かにであります。 

  少子高齢化社会に対応した住みよいまちづくりを実施するため、子育て支援を重点施策と位

置づけ、子育て支援のまちとして第３子以降の保育料の無料化、子供の医療費助成など、さま

ざまな町独自の子育ての支援を継続的に実施していることや子育てしやすい環境の整備に取り

組んでいることは、子育て世代の方々の経済的な負担軽減や安心して子育てできる環境づくり

として大いに評価するものであります。 

  今後も、本町ならではの子育て支援を進め、将来のニーズを踏まえた子育て環境の充実につ

いて深い検討を期待しております。 

  次に、教育環境整備について。 

  利府小学校の新校舎が完成したことや菅谷台小学校のトイレ改修事業を実施するなど、未来

を担う子供たちが快適な学校生活を送れるように学習環境の向上に供したものと考えられます。

また、新たな交流拠点として整備が進められている文化複合施設についても、令和２年度中の

オープンを目指し順調に工事が進められております。 

  最後に、３点目の経済を豊かにであります。 

  今後、本町の一層の発展を遂げ、都市としての自立性を高めていくには、定住環境の整備を

初め産業機能の集積、拡充などといった雇用創出や、定住人口の増進などが図られる施策を展

開していく必要があると考えます。 

  このような状況を踏まえ、仙塩広域都市計画第７回線引き見直しでは、人口減少や少子高齢

化社会に対応した持続可能なまちづくりを推進すべく、新たに５地区が市街化区域に編入候補

地区に位置づけされたことは、本町のますますの発展を期待するものであります。その他にも、

新中道では令和２年に東北最大級のイオンモールの開業する見込みとなり、地区内の住宅需要

はさらに高まるとともに、本町の新たな市街地としてにぎわいが形成されることは中心市街地
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の活性化にもつながるものとして大いに評価するものであります。 

  次に、観光振興について。 

  観光資源の効果的な発信等により相乗効果を目的として新たな取り組みにもチャレンジして

おり、今後、魅力ある観光事業の展開が期待できるものであります。 

  このように平成30年度における行政運営は、通常の行政運営に加え震災復興関連業務も行い、

町長を初め職員が一丸となって住民サービスの向上と的確な対応に働いたことは大いに評価で

きます。 

  以上の理由から、認定第１号 平成30年度利府町一般会計歳入歳出決算の認定について賛成

の討論といたします。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに討論ありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 討論がありませんので、これで討論を終わります。 

  これより認定第１号 平成30年度利府町一般会計歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○委員長（伊勢英昭君） 起立多数です。したがって、本案は原案のとおり認定すべきものと決

定しました。 

  次に、認定第２号 平成30年度利府町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、

討論、採決を行います。 

  討論ありませんか。最初に反対討論。９番 安田知己君。 

○安田知己委員 では、認定第２号 平成30年度利府町国民健康保険特別会計歳入歳出決算に反

対討論を行います。 

  平成30年度の国保会計の歳入額は30億5,520万円、歳出額は29億8,792万円でした。国民健康

保険制度は、町民の健康の保持と福祉の増進に大きく寄与している大切な事業であることは認

めますが、以下の３点を指摘し、反対いたします。 

  １つ目として、町民からは国保税が高いという声があります。その原因の１つとして、国保

税の均等割は世帯の一人一人に付加されるため、子供の数が多いほど国保税が高くなります。

仙台市では、子育て支援として子供に対する均等割の軽減を行っています。利府町としても、

均等割の軽減を実施して子育て世帯への支援を強めるべきです。 
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  ２つ目として、平成30年度の決算書では短期保険証が154世、資格証明書が６世帯に発行され

ています。短期保険証、資格証明書の発行は、医療を受ける権利を妨げる可能性があります。

これらの発行は直ちに取りやめるべきです。 

  ３つ目として、国民皆保険制度の最後の砦である国保制度の安定に対し国は大きな責任を持

っています。町は、町民が安心して健康的な生活が営めるよう国保への財政支援拡充を国に求

める必要があります。 

  以上の３点を指摘し、国保会計の反対討論といたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 次に、賛成討論。17番 羽川喜冨君。 

○羽川喜冨委員 認定第２号 平成30年度利府町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、賛成の立場で討論いたします。 

  平成30年度の歳入は30億5,520万9,942円、歳出は29億8,792万1,560円でありました。歳入全

体の収入率は95.8％で、平成29年度より0.1％上回りましたが、直接加入者が負担する国民健康

保険税の収入済み額は構成比で19.71％の６億254万9,838円であり、平成29年度より金額で

3,641万5,416円の減額となっております。 

  歳出では、保険給付費が26億4,560万8,609円と歳出全体の71.1％を含め、平成29年度より

1,940万9,543円の増額となっており、依然として医療費は大きな負担となっている状況で、そ

の削減が大きな課題でありますが、現役を引退した高齢者が年々増していく中では医療費の負

担はやむを得ない状況であります。 

  今後は、国民健康保険加入者の保健保持が重要になりますが、平成29年度に策定した第２期

データヘルス計画に基づき、各種保健事業を実施し、国保加入者の保健保持と医療費の削減に

努めていることがうかがえます。 

  国民健康保険特別会計においては、加入者から国民健康保険税の収入は毎年減っております

が、このような厳しい状況下の中でも、本会計の決算は国民負担の公平性を保ち適正に執行さ

れたと考え、賛成いたします。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに討論ありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 討論がありませんので、これで討論を終わります。 

  これより認定第２号 平成30年度利府町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 
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  本案は原案のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○委員長（伊勢英昭君） 起立多数です。したがって、本案は原案のとおり認定すべきものと決

定しました。 

  次に、認定第３号 平成30年度利府町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、討論、

採決を行います。 

  討論ありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 討論がありませんので、これで討論を終わります。 

  これより認定第３号 平成30年度利府町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを採

決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり認定すべきも

のと決定しました。 

  次に、認定第４号 平成30年度利府町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、

討論、採決を行います。 

  討論ありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 討論がありませんので、これで討論を終わります。 

  これより認定第４号 平成30年度利府町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

てを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり認定すべきも

のと決定しました。 

  次に、認定第５号 平成30年度利府町下水道特別会計歳入歳出決算の認定について、討論、

採決を行います。 
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  討論ありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 討論がありませんので、これで討論を終わります。 

  これより認定第５号 平成30年度利府町下水道特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決

します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり認定すべきも

のと決定しました。 

  次に、認定第６号 平成30年度利府町町営墓地特別会計歳入歳出決算の認定について、討論、

採決を行います。 

  討論ありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 討論がありませんので、これで討論を終わります。 

  これより認定第６号 平成30年度利府町町営墓地特別会計歳入歳出決算の認定についてを採

決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり認定すべきも

のと決定しました。 

  次に、認定第７号 平成30年度利府町水道事業会計決算の認定について、討論、採決を行い

ます。 

  討論ありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 討論がありませんので、これで討論を終わります。 

  これより認定第７号 平成30年度利府町水道事業会計決算の認定についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 
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     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり認定すべきも

のと決定しました。 

  以上をもって、本委員会に付託された平成30年度利府町各種会計決算の審査は全部終了しま

した。 

  なお、委員会報告書の作成については、私に一任願います。 

  これで利府町議会決算審査特別委員会を閉会します。 

  御苦労さまでした。 

     午前９時５３分  閉 会 

                                            

  上記会議の経過は、事務局長菅井百合子が記載したものであるが、その内容に相違がないこ

とを証するため署名する。 

  令和元年９月２７日 

 

         委 員 長 

 


